
令和５年度 第３回 宇都宮市民大学運営協議会 会議録  

 

１ 開催日時  令和５年１１月２７日（月） 午前１０時から 

２ 開催場所  人材かがやきセンター研修室（宇都宮市中央生涯学習センター５階） 

３ 出席委員   

島田 繁雄 会長  丸山 純一 副会長  大石 和博 委員   

大谷 佳久 委員  齋藤 明彦 委員   赤羽 幸雄 委員   

菊地 美子 委員  馬場 知久 委員    

                                                           （以上８名） 

４ 欠席委員   

永井 康之 委員  野中 正知 委員 

                                    （以上２名） 

５ 出席職員 

   生涯学習課長               鈴木 康子            

生涯学習課長補佐             髙桑 昭祥 

   家庭教育・地域人材グループ係長      藤田 直樹   

家庭教育・地域人材グループ総括      久保 孝弘 

家庭教育・地域人材グループ社会教育主事  加藤 裕史 

   家庭教育・地域人材グループ主事      児矢野 はるひ 

   家庭教育・地域人材グループ主事      田中 大翔 

   家庭教育・地域人材グループ主事      釜井 羽依 

   生涯学習課会計年度任用職員        毛塚 正子 

生涯学習課会計年度任用職員        塚田 哲夫 

生涯学習課会計年度任用職員        松永 佳寿子 

 

 ６ 公開・非公開の別 公開 

 ７ 傍聴者の数    ０人 

 ８ 議事 

（１） 報告事項 

 ・ 報告第１号  令和５年度宇都宮市民大学後期専門講座の実施状況について 

・ 報告第２号  令和５年度宇都宮市民大学公開講座について 

（２） 協議事項 

 ・ 協議第１号  令和６年度宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ企画

講座の決定について 

    

（閉会 午前１０時４０分） 

 

 



（１） 報告事項 

 

丸山委員 

事務局 

丸山委員 

馬場委員 

事務局 

報告第２号：令和５年度宇都宮市民大学公開講座について 

 公開講座の受講者の男女比は分かるか。 

申込みの段階で性別の項目を設けていないため把握できていない。 

講師が栗山監督ということもあり，男性が多い印象を受けた。 

申込者の年代の円グラフの１４％の部分は７０代と９０代のどちらか？ 

７０代である。また，９０代は０．１％で４人の方である。 

 

（２） 協議事項 

 

 

島田委員 

丸山委員 

 

 

 

 

 

島田会長 

馬場委員 

 

 

 

 

島田会長 

 

 

 

 

 

 

島田会長 

事務局 

 

 

 

 

協議第１号：令和６年度宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ企画講座の         

      決定について 

 選考委員会の委員長でもある丸山委員から補足を願いたい。 

全体の印象として，企画を提出した個人・グループは大変よく勉強しており，企画と

してどう実施していくのかも含め，良く考えられている企画が多かった。また，先ほど

読み上げられたコメントは委員会全体ではなく委員個人の考えによるもので，各委員か

らは様々な視点，評価軸により評価いただいた。各委員の採点した合計点をもとに選定

することで，委員会として平均的なところの講座を選定することができたという印象で

ある。 

２～３分程度資料に目を通していただき，質問等あればお聞かせ願いたい。 

 ６０代から８０代までの，スマートフォンは持っているが上手く使えないという

年代の方に向けた講座を市民大学で開催していただけると，そういった方々にとっ

て有意義なものになるのではないか。 

 例えば，大学の連携などを活用して，年に１回でも６０代から８０代までの講座

を企画すれば，もっと市民に興味をもってもらえるのではないか。 

年配の方を対象にした説明会を２時間程度実施した経験がある。担当者は，やり

方を一から説明しないと中々理解してもらえないと話していた。 

年配の方向けのわかりやすい講座の企画があれば，これをきっかけに市民大学の

受講者も増えるのではないか。今のような意見も生かしてもらえれば。 

それでは「令和６年度宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ企画講座の

決定について」御承認いただけるか。 

（異議なしの声） 

資料から案を取っていただきたい。 

馬場委員から意見があった点について説明する。高齢者向けのスマートフォンの

使い方などを学ぶ講座は実学的なものであり，市の各種生涯学習講座全体でみると，

各地域の生涯学習センターが重点的に担うものと位置づけられている。一方で市民

大学は受講料をいただきながら，高度な学びを提供するものであることから，市民

大学でスマートフォンの使い方講座を実施するかどうかは，検討の余地がある。 



 

 

 

 

 

島田会長 

しかしながら，委員のおっしゃるとおり，デジタルを導入していくことは今後必

要不可欠であり，デジタルを活用して発展性のある講座を展開していくことも大切

になってくる。スマートフォンやタブレットを活用しながら高度な知識を学ぶこと

や，今回，メディア・アーツ専門学校に御協力いただいた録画配信コースなどを普及

させていくことで，市民大学をより発展させていきたいと考えている。 

いただいた意見を参考にしながら，今後の市民大学を企画していただきたい。 

 

（３） その他 

島田会長 

事務局 

 

島田会長 

事務局からその他連絡事項をお願いしたい。 

来年度の第１回運営協議会の開催は例年どおり４月下旬を予定している。詳細は

別途通知する。 

以上で終了とする。 

 


